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ご挨拶 

 

2025年 3月吉日今年も昨年度に引き続き対面での研修の開催となりました。近年 Chat GPT の

登場をきっかけに、急速に生成 AIの教育利用が進んでおり、多様な教育ツールを活かし教育活動

に反映させ工夫することはよりよい学生指導をする上で重要です。視能訓練士教員においても生成

AIの適切な活用とその理解は必須課題と考え、名古屋芸術大学教育学科部の岡田雅樹先生にご依頼

し「生成 AIの教育的活用（初級編）」をテーマとした教員研修内容とさせて頂きました。 

本研修では、生成 AIの基本的な仕組みや教育現場における具体的活用法、さらに医療教育にお

ける実践的な応用について、多くの知見を得ることができました。特に対面での議論や他の参加者

との意見交換を通じて、多角的な視点を学び、医療教育における AI活用の可能性をより具体的に

考える機会となりました。活発に議論されて取り組まれている姿を拝見し、すぐに現場で活用でき

る実りある研修が行われたのではないかと思っております。 

 また、賛助会員の器械展示には、株式会社エムイーテクニカ、株式会社オフテクス、ジョンソ

ン・エンド・ジョンソン株式会社ビジョンケアカンパニー、株式会社ティエムアイ、東海光学株式

会社、株式会社トプコンメディカルジャパン、株式会社ニデック、（50音順）の７社からご出展い

ただき、賛助会員セミナーは「最新のコンタクトレンズケア事情」（株式会社オフテクス）、「暗

室不要！あたらしい視野検査と眼底検査」（株式会社トプコンメディカルジャパン）「e-ラーニン

グプログラム 視能訓練士を目指す学生のための コンタクトレンズ基礎知識 」（ジョンソン・エ

ンド・ジョンソン株式会社ビジョンケアカンパニー）「しゃべる測定機」（株式会社 ニデック）

の 4社に行っていただきました。 

 1日目の終わりには、懇親会を研修会場近くの会場で行うことができ、岡田先生にもご参加いただ

き、養成校間の教員で様々な情報交換共有の場となり、楽しい時間が持てました。今後も研修で得た

知識をもとに、医療教育のさらなる発展に貢献してまいりたいと存じます。 

最後になりましたが、本研修の企画運営にご尽力いただいた関係者の皆様、会場をお貸しくださ

いました名古屋医専の関係者の皆様、新井田会長、そして参加者の皆様に教員研修ワーキンググル

ープ一同、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

2024年度教員研修ワーキンググループ 

赤石 真紀 （専門学校日本医科学大学校） 
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川上 真吾  (京都医健専門学校) 

鈴木 ほまれ（静岡福祉医療専門学校） 

露無 陽子  (東京医薬看護専門学校) 

横田 敏子 （大阪人間科学大学） 

 



 

 

2024 年度第１７回教員研修プログラム 

 

日程： 2024年 8月 21日（水）12：50〜, 8月 22日（木）13：35 

場 所 :  名古屋医専   

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 27-1 総合校舎スパイラルタワーズ 

 

スケジュール 

8月 21日(水) 

12：30～12：50 2階受付                

12：50～13：00 開会挨拶、概略説明           

13：00～14：30 講義  生成 AIの活用と注意点         

14：30～14：45 休憩                    

 14：45～15：30 演習                       

 15：30～16：15 レポート作成             

16：15～16：30 休憩                 

16：30～17：30 GW 教育利用の検討１          

集合写真撮影、懇親会まで機械展示見学など 

18：30～20：30 懇親会(大名古屋酒場坊主 名駅店) 

 

8月 22日(木) 

9：00         開場     

9：30～10：30     GW  教育利用の検討２  プレゼン資料作成 

 10：30～11：30    発表会  

 11：30～11：50    まとめ、質疑応答 

11：50～12：20    機械展示見学 7社 

株式会社エムイーテクニカ、株式会社オフテクス、ジョンソン・エンド・ジョンソン株

式会社ビジョンケアカンパニー、株式会社ティエムアイ、東海光学株式会社、株式会社

トプコンメディカルジャパン、株式会社ニデック、（50音順） 

12：20～13：10    賛助会員セミナー4社(軽食あり) 

「e-ラーニングプログラム 視能訓練士を目指す学生のためのコンタクトレンズ基礎知識 」

（ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社ビジョンケアカンパニー） 

「暗室不要！あたらしい視野検査と眼底検査」（株式会社トプコンメディカルジャパン） 

「しゃべる測定機」（株式会社ニデック） 

「最新のコンタクトレンズケア事情」（株式会社オフテクス） 

13：10～13：20    アンケート説明・回答 

13：20～13：35    会長講評、閉会・修了証配布 

 

 

 



 

 

 

研修テーマ 

「生成 AI の教育的活用方法 (初級編)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

岡田先生ご略歴 

 

平成 8年 4月 - 平成 10年 3月 北海道教育大学大学院教育学研究科学校教育専攻   

平成 10年 4月 - 平成 13年 3月 北海道教育大学環境教育情報センター 客員研究員 

平成 12年 4月 - 平成 20年 9月 兵庫教育大学大学院連合学校教育実践学研究科 

（博士課程後期） 

平成 15年 4月 - 平成 17年 3月 香川短期大学経営情報科 講師 

平成 17年 4月 - 平成 27年 3月 湊川短期大学人間生活学科人間健康専攻 教授 

平成 27年 4月 - 令和 6 年 3月 大阪人間科学大学人間科学部子ども教育学科 教授 

令和 6 年 4月 - 現在           名古屋芸術大学教育学部子ども学科 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田 雅樹 先生 

名古屋芸術大学 教育学部 

 子ども学科 教授 
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    学 , 2024 
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  AI 主 サービス
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  AI  類

 

マルチモーダル  

 Gemini Team , Google , 2023 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  AI 、あ 単語  章 次 

来 単語  章を推測し、「統計
   れらしい応答」を  す 

  AI 仕組み

 
14

 Training language models to follow instructions with human feedback , OpenAI , 2023 
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 れ ら      ートを い す  ーマ 「       質    」 す あ   、「 質 
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  いチーム    発 し、一    し                 す  チーム     
 、      ートし    い 

   士      
ート   を
 い す

 

     、あ 単語  章 次 
来 単語  章を推測し、「統計
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ゼミ 仲  100個を評価

上位 つい  ゼミ 議 

 
21

?  脈
背景情報

? タスク
   せ い具体  作 

?  力形式
リスト・表・対話    

22

最後 「 れら 問題 、小学
   分 考え  像力を伸ば
す手助       しょう 
楽し  宿題を作 し    
い！」 いうメッセージ 
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５分  練    
  、機会 少 い

 阪市 教員採 試験２次試験
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１．記述問題
２．選択肢問題
３．短答問題
４． 述問題
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24  何度  遠慮す     
「場面指導」 練   能 

合格近し！

ｚ 

   クトチ ック   

     れ  能   

 しい情報    う  つい

      

 

  作  つい 

      情報を 集す    
 い 、 作 を  し い  
能  あ  あ しい 

 能  あ しい   
       「参 し 情報」 
     、     い
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  AI    注意 
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AI 回答を批   修 す 力

〇対象分野 関す 一定 知識
〇対象分野 関す  ら 問題意識
〇真偽を  す 能力

 必 

 

 際 問題     ？

〇ChatGPT Google Gemini 、
元 情報     力 し い

〇 学  学び 限定す   
 、クリアす       
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改  作  第35条

改  作  第３５条 、「学校    教 機関」 「教

 を担任す 者」 「  を受  者」 対し 、「   

  」  作物を無許諾・無償 複製す   、無許諾・無

償又 補償金 公衆送  「  目 公衆送 」 す   、

無許諾・無償 公 伝達す   を   い す   し、

 作 者 利益を 当  す      場合 、  限 

  あ  せ  
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EU AI規制 案

〇2025  AI規制 案 見 み
       対応 予定 

〇AI     「参 し 情
報」を   能   予定
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補償金 必  場合

対面   使 す 資料 し 印刷・配
布す 場合，対面   使 し 資料 
講義映像を遠隔合         
     会場 送 す 場合以外 公
衆送 全 

 

 情報   つい 

    質問 プロンプト    力
注意  

 発表   、研  果、 試 
関す 情報、機 情報、個 情報
   力し い  
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  題 試験 つい    回答  
ルを  
     題ご  、  利  つい
   分 スタンスを  
  達目  学   意義 つい 
学   知
      能力を学     視 
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プ ゼン ー ョン 準備

１   AI   アイ アを決定

①学    AIを  す 場面
②教員   AIを  す 場面

２ AIを  し 内容 質を向上

３ 発表５分、質問１分
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  す  資料
(web らダウンロード )

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

グループワーク 
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研修会風景

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

岡田先 へ Q&A 

 

Q：生成 AIのパイロット校の学生が、今後実際の教育の現場で活用していく見込みは 

ありますか。 

 

A：文科省による次のガイドラインに上がってくると思われるが、これまではパイロット 

校は積極的に使用すること、それ以外の学校は準備が整ったら使用して下さいという 

状態でした。これからは、スマホや PCに最初から生成 AIが入っているので使わない 

ということがなくなる状況になり、小中高もそうですが大学は絶対に活用していくことに 

なると考えます。 

 

 

 

Q：生成 AIの使用時、情報公開なしの設定で使用した場合、生成 AIは学修を積み重ねて 

いくのでしょうか。 

 

A：AIは元々持っている情報と与えた情報の両方を使ってく推測し作っていきます。 

公開設定が OFFになっていないと、与えた情報とやりとりした内容が全て AIのデータベース 

に蓄積され使用されることになります。OFFにしておくと、そこでのやり取りは一時的な 

やり取りのみで学習には使用されません。ONにして、やり取りをすればするほど賢くなり、 

全ての人に有益になります。ON・OFFを使い分けることが大切です。 

 

 

 

Q：個人情報を探そうとして誰かがいれた情報も蓄積されますか。また、悪用される可能性 

はありますか。 

 

A：今では AIは分別を学んでいるので出してこないのかもしれません。ただ、直接的なもの 

は出してこないかもしれませんが、それにまつわるものを紐づけて説明時に別の文脈として 

使われることがあるかもしれないので注意が必要と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Q：入力の仕方にコツはありますか。 

 

A：文脈をはっきりさせること、表示形式を明確にすることはした方が良いです。それにより 

返答内容が全く異なってきます。具体的には、わかりやすく、はっきり書いた方が良いです。 

文章の中に埋め込まれているのではなく、大事なことは区切ることも大切です。そして何を 

させどのような形式の返答を求めるのかを明確にすることも大切です。やり取りをしていく中で 

文脈が変になっていくことがありますが、その際は、新たなページでゼロからのやり取りを 

していく方が良いです。 

 

 

 

Q：学生に使用する際に押さえておくべきポイントはありますか。 

 

A：AIは何のための道具であるかを理解させることが大切です。学生に使用させる際は、この 

研修で学んだ AIの仕組みをきちんと教えた上で使用させていただきたいと考えています。 

さらにはどんな質問をするか、どんな指示をするか（プロンプト）が大事です。 

その技術の事をプロンプトエンジニアリングと言いますが、オンラインの講習もたくさんあり、 

活用するのもよいかと考えます。我々が理解していないと学生に身に着けさせることは 

できないと考えるので、教員もトレーニングしていっていただきたいです。 

 

 

 

～最後に～ 

画像に関しては、短期間で非常に改善されていきますが、利用に際しての限界もご理解できたとの

では考えます。とは言え、どんどん進化はしていくので AIを使い続けていただくことを望みま

す。 

 

 

 

 



 

 

賛助会員協賛企画 セミナー

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

教員研修会の開催時期についてのご希望・ご意見があればご記入ください。 （回答 14件） 

・春か秋 （1） 

・今年度同時期（1０） 

・土日開催（１） 

・１0.11月 （１） 

・入試やオープンキャンパスの時期以外 (１)  

 

 

 



 

 

 
今後、教育講演で希望されるテーマがあればご記入ください。  

・ 新しいカリキュラム内容について  

・合理的配慮が必要な特に医療職を目指す学生への対応 

・今回の中級編続編（５） 

・発達障害の診断はついていないがグレーゾーンの学生への対応  

・いまの学生に伝わる指導方法について  

 

 

 

機器展示に対するご意見・ご感想があればご記入ください。  

・いつも最新の情報が手に入りありがたいです。  

・もう少しスペースにゆとりが欲しかったです。  

・elearningシステムや、iPhoneと連結できる前眼部スリットなど知らなかったことが沢山

あり、 よかったです。  

・多くの企業の展示が見られて大変有意義でした。ありがとうございました。  

・企業展示への誘導をもっと促してもよいと感じた。 



 

 

 

 

 

賛助会員セミナーに対するご意見・ご感想があればご記入ください。  

・お忙しい中ありがとうございます。  

・短い時間で分かりやすくお話してくださりありがとうございました。  

・分かりやすい説明をありがとうございました。  

 

 

【ワーキング・グループより】 

・アンケートへのご協力ありがとうございました。回答率 100%でした。概ね満足していただけたよ

うですが、ご指摘の部分は改善を努めます。 

・開催時期は同時期のご希望が多い結果でした。今後も講師や会場の都合も踏まえつつ検討させて

いただきます。 

・テーマについては今回の続編のご希望が多かったです。皆様のご意見や社会・教育・医療情勢など

を反映させたテーマを今後とも選定していきます。 

 

また、一部、漢字や掲載順を訂正して記載していることをご了承下さいませ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

印象記 

 

「生成 AIの教育的活用方法（初級編）」を受講して 

神戸総合医療専門学校 視能訓練士科 荒木渚 

 

この度は、岡田雅樹先生より「生成 AIの教育的活用方法」というテーマでご講義いただきました。AI

技術の急速な進化により教育現場における活用がますます注目されている中、この講演は非常にタイム

リーで興味深いものでした。講演では、生成 AIがどのようにして教育の質を向上させ、生徒ひとりひと

りに合わせた個別指導を実現できるかが説明されました。特に、AI が提供するパーソナライズされた学

習支援や、教材作成の効率化についての具体例が印象的でした。例えば、AI を使うことで教師は生徒に

適した問題を瞬時に生成でき、また苦手分野を強化するためのフィードバックもリアルタイムで提供で

きるとのことです。また、倫理的な課題や著作権侵害の可能性、プライバシー保護についても触れられま

した。生成 AI を教育に活用する上での慎重な取り組みが必要だと感じさせられ、技術の進化とともに、

教育現場におけるルール作りがますます重要になると感じました。 

 

実は、上記の文章は実際に ChatGPT で生成された文章に少し修正を加えたものです。「生成 AI の教育

的活用方法」というテーマの講演会を受講したので印象記となる文章を作ってください、とだけ入力する

と数秒でここまでの内容を提案されました。 

今回のご講演を拝聴するまでは恥ずかしながら生成 AI と Google 検索の違いもよく分かっていない状

態でしたが、「人間が生成 AIに淘汰されるのではなく、生成 AIを使いこなせない人間が使いこなす人間

に淘汰される」「苦手な作業は AI に代わってもらえば良いのです」という岡田先生のお言葉が大変印象

に残っています。 

研修会での実践も通じて生成 AI 導入の利点として私が最も実感したのが「アイデアの提案」でした。

自分の思考のみで文章や新たなアイデアを生み出そうとしてもありきたりでどれも似通った内容になり

がちで苦手意識を持っていましたが、これを解消してくれるのがまさに生成 AIなのだとハッとさせられ

ました。もちろん校正やブラッシュアップは必要ですが、苦手な部分を AIに担ってもらえると思うと作

業への心理的ハードルは大きく解消されると思います。教育現場で効果的に AIを活用することが教員や

学生の作業効率の向上や心理的負担の軽減にも大きく貢献するものと感じるとともに、情報社会で生ま

れ育ってきた学生と対峙していくこれからの教育現場では、「生成 AI を使いこなせる教員」であること

が重要であるのだと痛感しました。 

今回の研修会を終えて、情報化が進む現代の教育現場における AIがもたらす可能性と課題について改

めて考えさせられました。自分自身も AIをどのように活用できるか、試行錯誤を繰り返しながらさらに

深く学んでいきたいと思います。最後になりましたが、今回の教員研修会を運営してくださったワーキン

ググループの皆様、そして貴重なご講演をしてくださった岡田雅樹先生に心より感謝申し上げます。 

 

 

 



 

 

 

「生成 AI の教育的活用方法（初級編）」に参加して 

国際医療福祉大学 保健医療学部 視機能療法学科 

鈴木 賢治 

 

生成 AI をテーマとした今回の研修会に参加し、生成 AI の利便性を実感するとともに、視能訓練士教

育に活かすためのさまざまなアイデアを提供していただきました。 

前半の岡田雅樹先生による講演では、生成 AI の教育への導入の現状、主な生成 AI のサービスとその

特徴、生成 AI が文書を作成するときのアルゴリズム、教育における生成 AI の活用例、生成 AI を活用す

るときの注意点など、生成 AI を導入していくために必要な知識を丁寧に解説していただきました。岡田

先生の講演を聴講し、個人的に感じたことは、生成 AI と対話をするときにユーザーが入力するプロンプ

トの内容が大切だということです。質問や指示が抽象的でも回答は得られますが、こちらの求める内容と

必ずしも一致しないときがあります。より生成AIを上手に活用するには、プロンプトに文脈（背景情報）、

タスク（実行させたい具体的な作業）、出力形式（リスト・表・対話文など）を入力することがコツであ

るということを教示いただきました。また、ファクトチェックの必要性も感じました。生成 AI が文書を

作成する上で、次にくる単語や文書を推察して、統計学的にそれらしい応答をするという、岡田先生の解

説を聞き、特に専門性の高い領域については、ファクトチェックは必ず行うべき作業だと感じました。 

後半では前半の講演の内容をもとに、岡田先生の指導のもと、生成 AI を視能訓練士教育に活用するア

イデアを学生側が活用する場面、教員が活用する場面に分けて議論しました。グループディスカッション

のなかでさまざまな意見がだされ、生成 AI を導入することが視能訓練士教育にプラスの効果をもたらす

ことが期待できました。検討された内容の一部を紹介すると、就職面接・医療面接、OSCE など対人スキ

ルが求められる場面において、生成 AI に面接官・患者役を演じてもらい、その評価をしてもらうこと、

学生募集に関する分析や広報戦略を立案してもらうことなど、多岐にわたる意見がでました。だされた意

見のなかには、実現できそうなものも多く、研修会に参加した意義を感じました。 

今回の研修会に参加し、私なりに生成 AI を活用するときの生成 AI との向き合い方について、とても

頭の良い友達と会話している場面をイメージするとよいのではないかと思いました。生成 AI をどのよう

に視能訓練士教育に導入すべきか、生成 AI との向き合い方をご教示いただいた岡田雅樹先生とこのよう

な貴重な研修会を企画していただいた教員研修のワーキンググループの皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

会長総評 

 

新井田 孝裕 

(国際医療福祉大学) 

  

 

 

教員の資質向上と教育指導内容の充実を図ることを目的に、平成 20度から始まった教員研修会は、

今回で 17回目を迎えることができました。コロナ禍では 3年間にわたりオンラインでの開催を強いら

れましたが、昨年度からは従来型の対面参加で実施しています。皆様の暖かいご支援とご協力により、

今回も全国の養成校から 38名もの多くの先生方にご参加いただき、盛会のうちに無事終了することが

できました。例年と同様に、学生募集を始めとする様々な学校行事が予定されている 8月下旬に開催さ

れましたが、教員の派遣に快く応じていただきました養成校の関係各位には、この場をお借りして謹ん

で御礼申し上げます。 

今回の研修では、「生成 AIの教育的活用方法（初級編）」をテーマに、名古屋芸術大学教育学部 子

ども学科教授の岡田雅樹先生をお招きしました。生成 AIは、深層学習を用いてクリエイティブな成果

物を生み出せる点が従来の AIとは異なっており、急速に進化を遂げ、医療や教育の分野でも広く浸透

しています。私も‘ChatGPT’で試験的に挨拶文の作成を試みた経験はありますが、教育ツールとして

日々活用するには至っていませんでした。岡田先生の講演は、実際にパソコンを用いた演習とカラーの

講義資料のおかげで非常に分かりやすく、体系的に生成 AIの取り扱い方を学ぶ良い機会となりまし

た。その後のグループワークでは「生成 AIの教育場面での活用」を、資料作成や学習支援の観点か

ら、学生と教員が利用する場合に分けてグループごとに検討し、パワーポイントで発表してもらう形式

でした。過去の研修会に参加された先生方も多いため、意見の集約やスライド作成は手慣れた様子でし

た。学生が活用する場面では、復習用のノートや自主勉強用の資料作成、患者設定を指示した医療面接

や疑似症例を使った練習などが発表され、一方、教員が活用する場面としては、国家試験用の模擬試験

問題や図・動画等の補助教材の作成、さらに、OSCEで使用する模擬患者を設定したシナリオの作成など

が発表されました。さらに、生成 AIを上手く活用するためには、特定のタスクを指示・命令するため

の「プロンプト」の入力法が重要であることや、著作権の侵害や個人情報の漏洩等に留意し、情報の真

偽を検証するファクトチェックの手法を身に付けることの大切さを学ぶことができました。例年のこと

ですが、他施設の教員の考え方やアイデアを知ることは、経験年数の浅い教員にはもちろんのこと、ベ

テラン教員にとっても自らの指導法や対処法を顧みる上で非常に参考になるものであり、対面でグルー

プワークを含めた研修会を行う意義を改めて実感しました。 

今回の研修会は、昨年度が東京での開催だったため、名古屋で行うことに決定しました。研修会会場

を快く提供いただいた名古屋医専の加藤先生ならびに学校関係者各位に、この場をお借りして厚く御礼

申し上げます。恒例の研修会初日の夜の懇親会は、名古屋駅にほど近い「大名古屋酒場坊主 名駅店」

という居酒屋で行われ、講師の岡田先生にもご参加いただき、大いに親睦を深めることができました。

 



 

 

アットホームな雰囲気の中で、参加養成校の紹介や情報交換が行われ、今回は二次会まで開催されまし

た。 

さて、賛助会員の企業の皆様には日頃大変お世話になっておりますが、今回は申し込み順に、株式会

社テイエムアイ、J&J 株式会社 ビジョンカンパニー、株式会社ニデック、東海光学株式会社、株式会社

エムイーテクニカ、株式会社トプコンメディカルジャパン、株式会社オフテクスと、昨年を上回る 7 社

に出展していただきました。さらに、J&J 株式会社 ビジョンカンパニー、株式会社トプコンメディカル

ジャパン、株式会社ニデック、株式会社オフテクスの 4 社にはランチョンセミナーも開催していただき

ました。展示およびセミナーを通じて、有益な最新情報を提供していただき、参加者一同、大いに知識

を深めることができました。お忙しい中、出展いただいた 7 社の担当者および関係各位には、この場を

お借りして深謝申し上げます。今後とも変わらぬご高配を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 

最後になりますが、今回、準備期間が短い中で企画から設営、報告書の取りまとめに至るまでご尽力

いただいた大阪人間科学大学の横田敏子先生をはじめとする教員研修ワーキンググループの先生方に改

めて深謝申し上げます。次年度も実り多い、有意義な教員研修会が開催されることを、今から心待ちに

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

参加者一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      氏 

1 吉  園  歯      久 　 

2 吉  園  歯       　幸恵

3             　  

4             　 幸

5                　  

6                　舞

7                　  

8           　  

9           　  

10         漆 　  

11           　 弓

12         鈴 　賢 

13           　  

14            　孝裕

15               　  

16       　  

17 東           　久 

18 東         露 　陽 

19    歯       　茜

20       　  

21       　   

22                 板垣　 穂

23                   　  

24                   　   

25             　 

26           鈴 　   

27         　  

28  古屋  加 　  

29  都        　 吾

30  阪      桝 　 三

31  阪      横 　敏 

32  阪        齋 　 之介

33             　 

34             　雅 

35          　  

36             　   

37              　  

38              　  



 

 

全国視能訓練士学校協会 加盟校一覧 

施設名 学科名 所在地 

吉田学園医療歯科専門学校  視能訓練士科 北海道札幌市 

札幌看護医療専門学校     視能訓練士学科 北海道札幌市 

東北文化学園専門学校    視能訓練士科 宮城県仙台市 

東北文化学園大学  
 

医療福祉学部 リハビリテーション学科 視覚機能学専攻 宮城県仙台市 

仙台医健・スポーツ専門学校 
 

視能訓練科 宮城県仙台市 

国際医療福祉大学 
 

保健医療学部  視機能療法学科 栃木県大田原市 

専門学校日本医科学大学校 
 

視能訓練士科 埼玉県越谷市 

帝京大学 
 

医療技術学部 視能矯正学科 東京都板橋区 

東京医薬看護専門学校 
 

視能訓練士科 東京都江戸川区 

日本医歯薬専門学校 
 

視能訓練士学科 東京都杉並区 

北里大学 

 

医療衛生学部 

リハビリテーション学科 視覚機能療法学専攻 
神奈川県相模原市 

新潟薬科大学附属医療技術専門学校 
 

視能訓練士科 新潟県新潟市 

新潟医療福祉大学  
 

医療技術学部 視機能科学科 新潟県新潟市 

静岡福祉医療専門学校 
 

視能訓練士学科 静岡県静岡市 

平成医療短期大学  
 

リハビリテーション学科 視機能療法専攻 岐阜県岐阜市 

愛知淑徳大学 
 

健康医療科学部 医療貢献学科 視覚科学専攻 愛知県長久手市 

名古屋医専 
 

視能訓練学科 愛知県名古屋市 

京都医健専門学校 
 

視能訓練科 京都府京都市 

大阪人間科学大学 
 

医療福祉学科 視能訓練専攻 大阪府摂津市 

大阪医専 
 

視能訓練学科 大阪府大阪市 

大阪医療福祉専門学校 
 

視能訓練士学科 大阪府大阪市 

神戸総合医療専門学校  
 

視能訓練士科 兵庫県神戸市 

川崎医療福祉大学  
 

リハビリテーション学部 視能療法学科 岡山県倉敷市 

福岡国際医療福祉大学 
 

医療学部 視能訓練学科 福岡県福岡市 

大分平松総合医療専門学校 
 

視能訓練学科 大分県大分市 

西日本教育医療専門学校 
 

視能訓練士学科 熊本県熊本市 

 

  



 

 

 

 

賛助会  覧

特別賛助会 　
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編集後記 

 

例年にない 8 月の暑さ厳しい中、研修会にご参加いただきありがとうございました。名古屋市で開催

しました今回の研修では、AI の可能性について、日々の業務でどう活かせるのかを具体的に考える機会

が多く、参加者同士の意見交換も非常に活発でしたね。また、講師の先生による貴重なお話は、AI 技術

がどれほど視能訓練士の世界に広がる可能性を秘めているかを実感できるものとなりました。もちろ

ん、導入にはまだまだ課題もありますが、これからもみんなで力を合わせて乗り越えていきたいです

ね！ちまたでは、いずれ人間の仕事の多くが AI に取って代わられるなんてことも言われているとかい

ないとか・・・。大袈裟かもしれませんが、上手く共存していけたらと考える機会にもなりました。 

今回の研修会が、少しでも皆さんの今後の実務に役立つヒントになれば嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

2024 度教員研修ワーキンググループ 
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川上 真吾 （京都医健専門学校） 

鈴木 ほまれ（静岡福祉医療専門学校） 

露無 陽子 （東京医薬看護専門学校） 

横田 敏子 （大阪人間科学大学） 
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